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　　臼石城が元気を運んでくれました。片倉公

　まつリパレードでは、馬上の池谷幸雄さん扮



　〆一r一『

干
一

嵩

む磁o

ノ
、

　
一
、
・

艮
ミ
7

　
　
　
鍔

　
　
　
　
つ

　
　
繍
蓬

　
　
　
製

滋　
　
・
響

ダ
孝

　
　
》

冨
ダ
、

糧藩

蓄

　
町
賃
｛
皇

キ

　
　
　
　
溝

＼
璃馨

遍
　
、
、
盛

》
璽

桝

一
－
需賦

瞬

，唾、巽’、二、μ，・磨二も霧』ψ

置
’　　　 5ノ’＾鰐r　’．．・瀞葺圭＿駈

．
薙

一　
汚輪

’，
ザ擁翻

1ゾ”

F
郵

≧
。

薦

、
叛

　
　
な

ワ
　
　
ロ
ず
ノ

で
通
↑

”
｝
　
　
せ

導
一群

　
「
虞

編
、
塾
．

　
零
薦

べ
謀

峨
孫
旨

　
　
　
ノ

臥
，

　
罰
薦
、

　
て
ダ
　
　
ダ

》
㌧
ダ
、

　
芯
判

　噺

ε

畦

！
、

響
二

毯

（

ノ
，
タ

1，ゆ

建
、
警

「
．
．
恥

な
さ
。
ら

－
眺

も堵■

’

乙煮
，1

『
轟
、

量
一
／
瀞 々

亭嘱鉾

誰

5月3日だけで5，452人もの人が天守閣に登りました。
また、春まつりパレードに参加した甲冑行列の出陣式
では身動きできないほビの入が集まりました。
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白
石
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
「
白
石
城
』
が
五
月
一
一
一
日
、
遂
に
開
門

と
な
り
ま
し
た
。
天
守
閣
に
登
る
の
に
観
光
客
の
行
列
が
で
き
、
一
時

間
半
待
ち
と
い
う
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
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　　開門式にはせ参じた伊達様よりの使者

栖
吸

平
成
五
年
度
か
ら
復
元
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
白
石
城

天
守
閣
と
大
手
門
、
そ
し
て
各
種
展
示
と
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に

よ
る
3
D
ド
ラ
マ
「
賊
に
は
あ
ら
ず
」
が
楽
し
め
る
白
石
城

歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
五
月
三
日
、
遂
に
一
般
公
開
と

な
り
ま
し
た
，
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
の
開
門
式
に
は
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
で
、
直
後
か
ら
集
ま
り
始
め
た
観
光
客
は
天

守
閣
に
登
る
の
に
一
時
問
半
待
ち
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。
ま
た
こ
の
日
、
片
倉
公
ま
つ
リ
パ
レ
ー
ド
の
武
者
行
列

出
陣
式
が
始
ま
る
頃
に
は
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
ほ
ど
の
人

出
と
な
り
、
片
倉
小
十
郎
に
扮
す
る
池
谷
幸
雄
さ
ん
に
は
、

女
子
高
生
ら
の
黄
色
い
声
援
が
と
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、
片
倉
公
ま
つ
り
に
七

万
人
、
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
に
期
間
中
九
万
六
千
入

の
人
出
を
記
録
し
、
前
年
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

歴
史
ロ
マ
ン
は
今
、
私
た
ち
の
中
で
現
実
の
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
白
石
の
新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。
み
な
さ
ん

も
新
し
い
歴
史
を
造
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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駅
前
通
り
に
は
か
こ
か
き
も
現
れ
ま
し
た
。
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白石市のゴールデンウイークはイベントが

盛りだくさん！おなじみの全日本こけしコン

クール、片倉公まつりに加えて、今年はお城

完成記念のイベントもあり、いつになく盛り

上がりました。仕事や、まつりに参加して見

られなかったあなたのために、ここでちょっ

とだけ振り返ってみましょう。（ここに掲載

できなかったものもたくさんあります。）

耀
鑛

，
嚇
躍

城の会は仮設舞台を新調しての発表会とお茶

の野点で城下町の風情をアピール。
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市役所駐車場のイベント広場は、お城のボー

ルプールや、流しう一めんが。
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駅前通りは、関所や茶店、かごかぎ屋などが

出現して江戸時代にタイムスリップ！
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平井東工大教授、我妻成城大教授による白石

城落成記念講演（碧水園）

　　　　　　　、

南
橋
鳶
情

鴫○

朗
井
セ
旺

西
赫
蜘

み
脅

謙棄

福島県立博物館長、前福島県知事・、仙台市・

姉妹友好都市市区長を迎えてのシンポジウム
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白石城落成のテープカット。このあと落成式

が行なわれました。

樋騰

受

鯵

咀
噛

争
一麟黛塁

悔・

虎…虞灘 1イ、謎ア

践礎．茸．
　・　　　　　　　　〆　　’モ9　　、『r

　　　　ず　
』　　　「　　ゐ’　　　亀

　　　　　　　　ロ　　　ヂ　　　　　　　コ　　　レ
　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　 1　　　∫、，レ
、調　丁．‘『鞠

命

畷盤．「甲蜂遍㌍

稿　，，
　㌔げ拶

　　翅　　藁

●聖

ρ■

ザ 環一’

鮮饗

鰯

‘
亀
．

－凋．

黛

t

そして、太鼓山車、子供みこし、大人みこ

し、甲胃行列へと続き、祭りは最高潮へ。
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片倉公まつり・大パレードの先陣はおなじみ

の稚児行列です。
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白石市物産展。市民会館駐車場の特設会場に

市内の物産が一堂に展示即売されました。
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白石城落成の祝賀能、記念能（碧水園）

写真は記念能最後の「竹生島」です。

曾

』

白石城開門式。このときすでに行列が門の外

にまでできていました。

驚

騒
．伊謡

　ず醗　 、　一翼o

　　　　　　　に
　　　．謹瀕錯

第37回全日本こけしコンクールの様子。詳し

くは次のぺ一ジをご覧ください。
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第6回全日本テレホンカードまつり。全国の

テレカの人気投票の様子です。
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ほ
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え
み
の
年
齢
を
か
さ
ね
て

内閣1総理大臣賞に佐藤一夫さん

　
第
三
十
七
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全

国
二
百
九
十
七
人
か
ら
、
千
六
十
四
点
の
こ
け
し
、

木
地
玩
具
、
応
用
木
製
品
な
ど
を
集
め
て
開
催
さ

れ
、
注
目
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
は
佐
藤
一
夫
さ
ん

（
蔵
王
町
）
の
伝
統
こ
け
し
「
十
号
桜
く
ず
し
』
が

二
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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今
回
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
一
度

受
賞
し
た
人
で
も
応
募
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
質
的
に
高
い
水
準
の

作
品
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
の
受
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

農
林
水
産
大
臣
賞
　
　
　
高
橋
　
達
郎

中
小
企
業
庁
長
官
賞
　
　
柴
田
　
栄
子

林
野
庁
長
官
賞
　
　
　
　
斎
藤
　
　
昇

通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
妻
　
節
子

宮
城
県
知
事
賞
　
　
　
　
新
山
　
吉
紀

秋
田
県
知
事
賞
　
　
　
　
鎌
田
う
め
子

山
形
市
長
賞
　
　
　
　
　
鎌
田
美
奈
枝

米
沢
市
長
賞
　
　
　
　
　
武
田
　
憲
雄

日
本
貿
易
振
興
会
仙
台
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー
会
長
賞

産
経
新
聞
社
賞

日
本
放
送
協
会
賞

東
北
放
送
賞

七
十
七
銀
行
賞

仙
南
信
用
金
庫
賞

白
石
商
工
会
議
所
会
頭
賞

白
石
市
観
光
協
会
長
賞
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佐
々
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高
橋
と
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子

薄
　
　
光
伸

新
山
真
由
美

岩
崎
　
　
忠

加
賀
沼
勝
子

佐
藤
　
慶
明

佐
藤
　
英
雄
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佐藤　一夫さん制作
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札
幌
市
長
賞
　
山
形
市

　
蔵
王
高
湯
系
　
岡
崎
　
幾
雄

晦
灘
嘘
「
“

　
登
別
市
長
賞
　
鳴
子
町

　
鳴
子
系
　
　
　
大
沼
　
秀
則

　
海
老
名
市
長
賞
　
鳴
子
町

　
木
地
玩
具
　
　
松
田
　
忠
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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郵

國
圏
　
川
股
兵
三
選

み
ち
の
く
の
旅
に
求
め
し
こ
け
し
雛
母
と
な
り
た

る
娘
に
も
贈
り
ぬ
　
　
大
牟
田
市
　
工
藤
　
光
夫

こ
の
こ
け
し
ひ
た
す
ら
賞
で
ぬ
人
恋
う
る
こ
と
も

な
か
り
し
か
の
遠
き
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
橋
市
　
　
原
田
　
士
朗

工
房
に
こ
け
し
一
本
仕
上
げ
き
し
父
の
背
に
見
る

老
い
の
深
さ
を
　
　

仙
台
市
　
　
青
木
周
子

持
ち
馴
れ
ぬ
絵
筆
に
母
の
描
き
た
る
こ
け
し
の
眉

の
や
さ
し
く
垂
る
る
　
三
本
木
町
　
伊
藤
ふ
み
子

風
邪
に
臥
す
な
が
き
ひ
と
日
を
枕
迎
の
こ
け
し
と

語
る
齢
い
と
な
り
来
　
松
島
町
　
　
万
里
　
　
有

徒
然
に
買
ひ
求
め
来
し
こ
け
し
手
に
灰
か
に
旅
へ

の
慕
情
湧
き
き
ぬ
　
　
北
九
州
市
　
横
川
喜
之
助

幾
度
の
転
勤
の
荷
に
ま
ぎ
れ
ゐ
る
古
き
こ
け
し
を

捨
て
が
た
く
を
り
　
　
白
石
市
　
　
鈴
木
　
和
江

知
ら
ぬ
間
に
増
え
し
こ
け
し
の
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い

出
秘
め
て
静
か
に
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
佐
藤
　
英
子

懇
ろ
に
磨
き
終
え
た
る
こ
け
し
ら
を
棚
に
飾
り
て

飽
か
ず
眺
む
る
　
　
　
小
牛
田
町
　
渡
辺
　
恒
男

東
北
の
こ
け
し
に
似
た
る
初
孫
の
素
朴
な
笑
み
に

心
休
ま
る
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
森
國
　
佳
子

選
者
詠

こ
け
し
部
落
の
堀
を
流
る
る
雪
解
水
音
ひ
び
か
ひ

て
春
は
来
り
ぬ
　
　
　
白
石
市
　
　
川
股
　
兵
三

岡
圏
　
鈴
木
誤
一
差
選

挽
き
た
て
の
こ
け
し
は
山
へ
向
き
た
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
　
　
栗
澤
喜
司
男

万
策
が
尽
き
て
こ
け
し
の
眼
も
く
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
柳
町
　
　
f
耳

微
笑
ん
で
愚
痴
を
聞
く
か
ら
こ
け
し
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
大
野

こ
け
し
今
日
新
築
祝
い
の
使
者
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
庄
子

出
稼
ぎ
が
こ
け
し
と
話
す
コ
ッ
プ
酒

　
　
　
　
　
　
　
，
仙
台
市
　
　
菊
地

旅
終
り
留
守
居
の
こ
け
し
も
と
の
ま
ま

不喜文信忘一夫太
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
　
ふ
く
だ
み
の
る

こ
け
し
を
集
め
る
と
言
う
生
甲
斐
だ
っ
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
　
　
佐
々
木
龍
夫

あ
な
た
似
の
こ
け
し
を
さ
が
す
旅
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
真
田
　
義
子

震
災
の
壇
礫
へ
無
事
な
こ
け
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
阪
市
　
駒
井
　
　
瞭

こ
け
し
に
は
無
冠
の
母
の
詩
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
き
市
　
深
谷
　
徹
子

選
者
吟

信
教
の
自
由
へ
こ
け
し
さ
え
脅
え
　
鈴
木
　
誤
差

閣
国
　
遠
藤
秋
尾
選

島
雲
に
こ
け
し
土
産
の
旅
つ
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
山
元
町
　
　
渡
辺
　
久
子

風
光
る
園
長
室
の
大
こ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
桃
生
町
　
　
高
橋
清
次
郎

こ
け
し
挽
く
木
屑
の
匂
ふ
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
岩
山
不
二
夫

旅
毎
に
殖
え
ゆ
く
こ
け
し
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
高
橋
　
正
雄

春
惜
し
む
城
の
眼
下
の
こ
け
し
展

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
　
げ
　
ん
　
じ

こ
け
し
雛
机
に
一
つ
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
市
　
　
水
野
て
つ
お

こ
け
し
み
な
目
も
と
優
し
く
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
山
田
　
た
ゑ

こ
け
し
挽
く
輔
輪
の
軋
み
鳥
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
市
　
　
木
村
蛍
雪
子

初
挽
き
の
こ
け
し
に
一
磯
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
　
鎌
田
た
だ
し

蔵
王
嶺
の
雪
解
光
浴
び
こ
け
し
挽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
利
府
町
　
　
土
見
敬
志
郎

選
者
吟

復
元
の
城
の
祭
と
こ
け
し
展
　
　
　
遠
藤
　
秋
尾

月
引



議
長
に
鹿
又
喜
男
氏

副
議
長
に
佐
竹
芳
氏

任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が
四
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
二
十
六
名
の
新
議

貝
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
二
十
六
名
の
定
員

に
二
十
九
名
が
立
候
補
す
る
と
い
う
激

戦
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
率
は
七
八
．

九
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
回
を
四
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
ま
し
た
。

　改選後

初
の
臨
時
市
議
会
が
五
月
十

六
日
に
招
集
さ
れ
、
本
会
議
を
開
き
、

第
十
七
代
議
長
に
鹿
又
喜
男
氏
、
第
十

二
代
副
議
長
に
佐
竹
芳
氏
を
選
任
し
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
各
常
任
委
員
会
の
構
成
を

決
め
、
正
副
委
員
長
を
互
選
し
ま
し

た
。
各
常
任
委
貝
会
の
正
副
委
員
長
は

次
の
各
氏
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

◎
総
務
財
政
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
高
橋
　
忠
夫

　
副
委
員
長
　
成
沢
東
洋
治

O◎（）⑤④③②①
凡
　
　
例

職
　
　
　
業

所
属
政
党

常
任
委
員
会

出
　
　
　
身

当
選
回
数

議
席
番
号

委
員
長

副
委
員
長

qD

林
　
　
　
茂
（
鴇
）

盈
㎜
　
夢

の
小
川
正
人
（
議
）

㈲
高
橋
要
一
（
駿
）

　
　
、
　
　
惣
①
農
業

9
轟
　
炉

（22）議

鹿

長
又
喜
男
（
議
）

◎
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
佐
藤
　
仲
弐

　
副
委
員
長
　
遊
佐
　
正
人

◎
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
小
山
惣
策

　
副
委
員
長
　
風
間
　
文
静

◎
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
貝
長
　
鈴
木
　
康
弘

　
副
委
員
長
　
水
野
　
　
寛

⑥
高
橋
忠
夫
（
6
0
歳
）

　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
①
農
業

6
撫
跨
王
党

　
　
　
　
　
　
③
教
育
民
生

　
　
　
　
　
　
④
白
石

　
　
　
　
　
　
⑤
五
回

副
議
長

㈲
佐
竹

㈹
大
庭
康
一
（
器
）

　
　
　
　
　
　
①
会
社
員

　
　
　
　
　
　
②
無
所
属

　
　
　
　
　
　
③
産
業
経
済

　
　
　
　
　
　
④
福
岡

　
　
　
　
　
　
⑤
三
回

Gり

半
沢
正
三
（
議
）

（
∵
綾
鯖

　
　
　
　
　
一
⑤
五
回

芳
（
騒
）

麟

　
　
　
　
撫
①
農
業

　、レ　上
　／、／／
⑤④8②①義

論警鍍博
　　民懲翁
　　生　貝歳
　　　　　）

⑥
鈴
木

運〆・　［’　し
ノ醗　卑・

　
　
亨
（
6
5
歳
）

コ
①
飲
食
業

、
キ

②
無
所
属

　
③
総
務
財
政

騰
儲

働
長
沢
　
博
（
践
）

　
　
　
　
　
　
篭
①
団
体
役
員

⑬
遊
佐
正
人
（
器
）

⑰
高
子
文
雄
（
65
歳
）

㈹
大
宮
守
夫
（
簾
）

皇
㎝
㎜
囎

⑳
谷
津
清
夫
（
器
）

㈹
佐
藤
英
雄
（
譲
）

．
ρ
撫
　
眠

㈹
制
野
昭
市
（
駿
）

㈲
菅
野
浩
　
7
譲
）

⑬
佐
藤
仲
弍
（
謡
）

　
　
　
　
　
　
①
農
業

、
．
」
例
V
②
無
所
属

　
　
　
　
　
　
③
◎
産
業
経
済

　
　
　
　
　
　
④
斎
川

　
　
　
　
　
．
認
⑤
四
回

㈲
水
野
　
　
寛
（
鵠
）

㈲
風
間
文
静
（
簸
）

⑳
鈴
木
康
弘
（
騒
）

藏
難
舐
粧
齪

⑬
佐
々
木
　
章
（
議
）

㈹
高
橋
喜
多
雄
（
6
9
歳
）

い
▲
⑳
難
．

だ
縢
盛
④
③
曝
財
政

　
　
ー
一
⑤
六
圃

灘

⑳
成
沢
東
洋
治
（
譲
）

⑯
小
山
惣
策
（
譲
）

　
　
　
　
　
　
繭
①
政
党
役
員



　
仙
台
市
宮
城
野
区
福
田
町
の
色
川
栄
さ

で
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
、
市
の
商
工
観
光
課

嬉
し
い
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。

　
色
川
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
五
月
四

日
、
白
石
に
お
い
で
に
な
り
、
白
石

城
、
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
武

家
屋
敷
等
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
た

が
、
帰
る
と
き
に
な
っ
て
車
を
置
い

た
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
七
十
過
ぎ
の
お
二
人
が
疲
れ
果
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
て
自
分
の
車
を
捜
し
て
い
る
と
、

六
十
歳
前
後
の
男
性
に
出
会
い
、
絵

図
面
を
示
し
て
駐
車
場
の
場
所
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
方
向
に
歩
き

だ
し
て
五
分
ぐ
ら
い
し
た
ら
さ
っ
き

の
男
性
が
、
わ
ざ
わ
ざ
自
転
車
で
追

い
掛
け
て
き
て
、
「
一
緒
に
捜
し
て
や

る
か
ら
」
と
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
聞

き
、
「
私
が
自
転
車
で
捜
す
か
ら
、
こ

の
場
所
を
動
か
な
い
で
待
っ
て
い
て

下
さ
い
」
と
言
う
。
安
心
し
て
待
っ
て
い

三
十
分
位
し
て
、
大
通
り
の
向
こ
う
か
ら

る
と
、

「
ア
ッ

車
で
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

が
一
遍
に
吹
き
飛
ん
だ
気
持
ち

ヒ

卜
雇、

β

ん
、
ひ

あ
て
に

く
れ
た
。

用
さ
せ
て
頂
く
。

〈
厚
く
御
礼
を
述

べ
、
気
持
ち
ば
か

り
と
手
持
ち
の
土

産
の
菓
子
折
を
差

し
上
げ
よ
う
と
し

た
ら
、
「
礼
な
ん
て

受
け
取
れ
ま
せ

ん
」
と
、
頑
と
し

て
受
け
取
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
で

は
、
お
名
前
だ
け

で
も
と
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
お
名

前
も
聞
か
れ
ず
、

手
を
振
っ
て
自
転

車
を
踏
ん
で
帰
ら

れ
ま
し
た
。
お
蔭

様
で
、
や
っ
と
愛

。
今
ま
で
の
疲
れ

り
で
し
た
。
本
当

タ
ヨ
ー
」
と
大
声
で
知
ら
せ
て
く

　
こ
れ
か
ら
後
は
、
原
文
を
引
用

に
、
白
石
の
そ
の
方
の
ご
親
切
に
感
謝
し
な
が
ら

「
ま
た
来
る
よ
」
と
心
に
誓
っ
て
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
〉
と
結
ば
れ
て
い
る
。

　
課
長
決
裁
の
文
書
で
あ
る
が
、
観
光
課
長
も
余

程
嬉
し
か
っ
た
ら
し
い
。
産
業
部
長
を
通
じ
て
、

私
の
と
こ
ろ
ま
で
こ
の
手
紙
が
あ
が
っ
て
き
た
．

新
聞
は
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
に
九
万
六
千
人
、
三

日
の
片
倉
公
ま
つ
り
に
七
万
人
の
入
出
だ
っ
た
と

報
じ
て
い
る
。
四
日
以
降
も
毎
日
、
一
万
人
を
越

す
人
が
、
白
石
城
を
訪
ね
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
白
石
の
人
出
は
ト
ー
タ
ル
で
十
七

万
人
を
越
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
の
人
数

を
か
つ
て
受
け
入
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
市
や
商

店
街
の
対
応
は
、
決
し
て
完
壁
で
あ
っ
た
と
は
言

い
難
い
。
不
満
を
持
っ
て
帰
ら
れ
た
方
の
話
も
ち

ら
ほ
ら
耳
に
入
っ
て
く
る
。

　
史
実
に
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
、
今
世
紀
最
後
の

城
と
言
わ
れ
る
白
石
城
も
素
晴
ら
し
い
。
歴
史
探

訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
立
体
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
は
世
界

で
初
め
て
芸
術
性
を
持
ち
得
た
も
の
で
あ
る
と
の

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
沢
端
川
の
清
流
と
緑
の

木
立
に
包
ま
れ
た
武
家
屋
敷
の
仔
ま
い
も
見
事
で

あ
る
．
し
か
し
、
こ
の
す
べ
て
を
合
わ
せ
た
よ
り

も
、
も
っ
と
感
動
的
だ
っ
た
の
は
、
名
前
も
告
げ

ず
、
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
だ
け
を
頼
り
に
三
十
分

も
自
転
車
で
捜
し
続
け
て
く
れ
た
一
人
の
市
民
の

善
意
で
あ
る
。

　
今
、
行
政
は
、
町
お
こ
し
の
手
法
と
し
て
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
を
主
張
す
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
も
の
は
本
来
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
。
存
在
す
る
の
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ

こ
に
住
む
人
達
が
作
り
上
げ
た
歴
史
や
文
化
が
、

そ
の
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な
の
で
あ

る
。
と
、
私
は
主
張
し
た
い
。
「
自
転
車
に
乗
っ
た

一
市
民
」
の
よ
う
な
温
か
く
も
て
な
す
心
を
す
べ

て
の
市
民
が
持
て
ば
、
白
石
市
は
何
も
の
に
も
勝

る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
名
も
知
ら
な
い
「
自
転
車
に
乗
っ
た
市
民
」
の

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
　
同
一
性
、
主
体
性
、

　
自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め
の
証
明

蜘

新校舎でお勉強

唄　　　1嚇　峯1・

躍　薗，　　　　　　　　　　　　し

白石第二小学校新校舎の教室棟が

完成し、5月15・16の両日に引っ越し

が行なわれました。

　まず一年生からの引っ越しとなり

ましたが、6年生にお手伝いしても

らながら、自分の机や椅子、道具箱

などを新しい教室に運び入れると、

嬉しそうな顔で早速新校舎探検に出

かける子も。

一年生が机に座っている風景をみ

た6年生からは「なんか、いいよ
ね。」という言葉も聞かれ、好評の

ようでした。

知力・体力・時の運？

平成7年度の春季ゲートボール大

会が4月28日、白石川緑地ゲート

ボール場で行なわれました。市内各

地区の24チームを集めて開催された

この大会は、白石市ゲートボール協

会（高橋利夫会長）主催によるもの

で、この時期毎年行なわれているも

のです。

主な成績は次のとお1）です。

優勝・郡山、準優勝・本町A、第

3位・斎川B、第4位・小原B、第

5位・上郡山、第6位・大鷹沢。

　　　　　　　　　［瀞
饗一鷺　 ・一　感菰壱 一

一塑　　　　　　，．　　L41

　　　薩　　桑
　　　　短．㌔　随一
r二爆議繍『』．．

　　　　　　　　　　
むゆ

　宵嘩『一・一饗難細爆講＝、滋

4月29日から5月7日まで市内西

益岡町の武家屋敷「旧小関家」で端

午の節句展が行なわれました。これ

は白石市指定無形文化財保持者の刀

工宮城昭守さん製作の刀剣5本と、

この4月に開館した「白石人形の

蔵」館長の佐藤好一郎さんのコレク

ションの中から、五月入形を中心に

約100点を展示したもので、期間中

約5，000人が詰めかけました。訪れ

た人からは、人形を手に取ヒ）「昔、

こういうの家にもあったね。」とい

う声も聞かれ、しばしの思い出の世

界を楽しんでいました。

また、5月4日には食生活改善推

進員による笹巻づくりの実演・試食

会が催され、笹の香りが漂う中、物

珍しそうに眺める若い家族連れや、

懐かしそうに眺める老夫婦などで賑

わっていました。

鯉のぼりの下で昔遊び

遡rl，回～　醐麟

r郷蘇に・翻白石う争藩

纏灘鰭．、

　5月14日、中央公民館で第19回こ

どもまつりが開催され、500人の親

子連れでにぎわいました。

　雨のため益岡公園から会場を移し

ての開催となりましたが、市民から

寄付された鯉のぼり約100本が飾ら

れた大ホールでは、子供たちはボラ

ンティアの母親クラブのお母さん方

に教えられながら、竹細工や押し

花、あやとり、お手玉など昔から愛

されている遊びを楽しんだ1）、屋外

での東北電力高所作業車の試乗をし

たりと、会場いっぱいに遊び回って

いました。

呪

災害救援に強い見方

灘薫誕鑛
災害情報や出動命令を消防団員に

音声で瞬時に流せるぺ一ジング装置

の講習会が5月18日、市役所大会議

室で行われました。

講習会には白石市消防団の班長以

上約120名が出席し、ぺ一ジング装置

の取り扱い方の説明、実技が行われ、

団員はいざ災害となった時の備えを

十分にと真剣に取り組んでいました。

　、いず霧薫ぎ

ページング装置は、今年度1500万

円で整備を完了したもので、班長以

上に常時携帯させ、災害時には消防

署から分団長に防災無線が入り、分

団長から各班長にページング装置を

使って情報が流されます。

百歳おめでとう

難議灘灘騰
白川地区の敬老会が5月！4日、白

川小学校体育館で行われ、今年百歳

になられた小熊重治郎さんが川井市

長から祝い状と特別敬老祝金10Q万

円が贈られました。

川井市長は「百歳で元気で敬老会

に参加されたのは白石市始まって以

来の快挙です」とあいさつ。小熊さ

んは会場の人たちに「あ1）がとうご

ざいます」と元気にお礼を述べま

した。

小熊さん、いつまでもお元気でい

てくださいね。

名工のだるま勢ぞろい

澗
糊
』

醗
愈
愚
囑

　
－
欝
“
墾
ザ
　
‘
喝
一

、
讐
轡
夷
胸
’

・
璽
ギ
、
一

騨態鑑

4月22日～5月14日まで弥治郎こ

けし村で「美・こだわりだるま展」

が開催され、大勢のこけしファンで

にぎわいました。

これは開村一周年を記念した企画

展で、地元の弥治郎こけし工人8入

が丹精込めて製作した姫だるま、七

転び八起きだるまなど88点が展示さ

れ、即売も行われました。

中には胴回i）が3センチほどのか

わいいだるまや、顔が泣いている珍

しいだるまなどがあり、訪れた入た

ちはユーモラスなだるまの表情を楽

しんでいました。

轡
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白
石
し
ら
ゆ
り
会
手
話
サ
ー
ク
ル
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一
〆

障
害
者
と
の

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

　
白
石
し
ら
ゆ
り
会
手
話
サ
ー
ク
ル
は
、

昭
和
61
年
3
月
に
白
石
市
で
行
わ
れ
た

初
級
手
話
講
座
の
修
了
生
4
名
で
発
足

し
、
優
し
さ
と
奉
仕
の
心
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
聴
覚
障
害
者
と
健
聴
者
が
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
、
共
に
手
話
を

学
び
地
域
に
住
む
耳
の
不
自
由
な
方
々

の
日
常
的
な
通
訳
の
お
手
伝
い
や
、
い

ろ
い
ろ
な
講
演
の
通
訳
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
3
0
名
お
り
ま
す
。
会
員

は
ほ
と
ん
ど
が
主
婦
で
、
男
性
は
4
人

と
少
な
い
の
で
す
が
、
最
近
は
福
祉
に

興
味
を
も
っ
て
手
話
を
学
び
た
い
と
い

う
小
中
学
生
や
高
校
生
も
増
え
て
い
ま

す
。
発
足
当
時
は
、
サ
ー
ク
ル
に
来
る

聴
覚
障
害
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
で
は
た
く
さ
ん
の
方
が
来
て
く
れ
て
、

手
話
の
指
導
や
交
流
が
で
き
、
お
互
い

の
心
を
開
い
て
何
で
も
話
し
合
え
る
間

柄
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
時
に
は
痛
み
を
分
か
ち
合
い
な
が

ら
聴
覚
障
害
者
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
手
話
の
学
習
は
毎
週
水
曜
日
午
後
1

時
か
ら
で
、
そ
の
他
手
話
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
市
内
の
身
体
障
害
者
施
設
へ

　
　
　
　
大
森
啓
子

の
訪
問
と
お
手
伝
い
、
市
内
の
身
体
障

害
者
団
体
と
の
交
流
な
ど
、
日
々
努
力

し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
手
話
の
普
及
と
理
解
を
目
的

と
し
て
、
年
に
一
度
手
話
劇
を
上
演

し
、
今
年
も
第
9
回
手
話
劇
「
花
咲
か

じ
い
さ
ん
」
の
公
演
の
た
め
、
耳
の
不

自
由
な
方
々
と
と
も
に
毎
週
3
回
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
手
話
に
興
味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
な
さ
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
、よ髭■

y
！

ノ
、

』

醒

　翻騰。

圃『　　ア

　ー望匹『『t、匙、印

、豪ぐ驚
婁

　　ハ
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　国際人入門④
＼　　、　人　八ノ）く二！こノ

州
鼎

レ
D

がおそらく、その方はかなり年寄り

でしたから、第二次世界大戦の時か

らの恨みをまだ抱いているのではない

かと思います。戦争をありあ1）と今

も覚え、旧枢軸国の人に対して悪感

情をもっている世代の入はかな1）い

ます。この世代の八々の多くは、旧

枢軸国の現代人と接触する経験が少

なく、古い偏見の中にいるのではな

いでしょうか。

わか1）ませんでしたが、表情と声で

意味が通じました。

　1970年代に、私の日本入の友達は

ヨーロッパのある国の田舎を散歩し

ていました。友達は町にいた現地の

年配の女性に笑顔であいさつをしま

した。しかし、その女性に「いや

っ、日本人」と不親切に言い返さ

れ、がっか1）したと言います。

　私はその女性が何を考えていたか

わからないので、何も言えません

　海外旅行をしている日本人が、外

国人に「日本人帰れ」と言われるこ

とがあります。今月からこのことに

ついて書いてみようと思います，，

　「帰れ」と言われれば、だれでも

気分を悪くするし、それだけで受け

る印象は悪くな1）ます。北海道行き

のフェリーに乗ったある時、「外人帰

れ」と年配の日本八の方から言われ

たことがあります。その時、一緒に

いた私の友達三八はその方の言葉が

、
上
ド

“刻士事について

　店頭での接客、配達をしておりますが、笑

顔を絶やすことなく、お客様が気軽に話しか

けられ、納得して買い物をしていただけるよ

う心がけています。

ラ今夢中になっていること

　字をきれいにしたく、習字を習い始めまし

たが、まだ時間内に書くこと、筆の使い等に

追われているので、早く心から楽しく伸び伸

び書けるようになるためにがんばっています

曾夢や目標

　日本酒の楽しさがわかってきたので、お客

様を通してもっと勉強し、全国のお酒の知識

を自分のものにしたいです。

癒

破
屡
ひ

㌔

．
御

，’
九

．
－
盛
『
『

、
桑
羨

　
　
添
瞬
藁

夢
占
冨

蒼

　丸秀酒店

大友　晃子さん

（21歳・旭町）

ツ白石市に望おところや白石の良いところ

　ボーリング場、映画館等の娯楽施設が増え

ればいいなと思っています。

瀞理想のタイプ

　好きになった人が理想のタイプになります。

．1ト最後に一言

　お酒はおいしく楽しく飲んでください。

蟻藷
のぎく会で老化防止

　高橋きよ子さん
　　（大平幕の内）

一
ボ

多

　大平2区の農家のお婆ちゃんたちで「のぎ

く会」という踊りのサータル活動を始めて10

年にな1）ます。

　お稽古は農閑期に週一回、夜に行ってお

り、今では表情もしなやかに、足の運びもな

めらかになりつつあ1）ます。

　婦人会のチャリティーショーや地区の敬老

会に声がかかるように育ちました。発表する

たびに味わう心地よい緊張感も捨てがたく、

若さを保つための魅力かもしれません。

市
民
文
芸

　　　　　一　　　　　　冒1

　　　川

股
　
兵
　
三
　
選

彼
の
地
よ
り
春
と
も
な
れ
ば
黄
砂
来
る
身
一
つ
引
揚

げ
し
過
ぎ
日
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

春
の
日
を
あ
び
て
学
校
帰
り
来
る
孫
は
手
に
持
つ
摘

み
し
野
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

一
枚
の
葉
も
な
き
幹
に
辛
夷
咲
く
早
春
の
庭
光
り
か

が
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

な
か
き
冬
解
か
る
る
ご
と
く
山
鳩
の
鳴
く
声
森
の
梢

を
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

春
の
陽
を
豊
か
に
浴
み
し
辛
子
菜
の
み
ど
り
を
添
え

し
朝
餉
は
、
つ
れ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

リ
ハ
ビ
リ
に
枝
つ
き
歩
く
と
言
う
夫
に
子
は
寄
り
添

い
て
選
挙
に
い
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

花
冷
え
の
梅
も
終
り
し
庭
に
咲
く
水
仙
の
黄
は
風
を

い
ざ
な
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

山
裾
の
裸
け
や
き
に
雀
群
れ
ま
ゆ
玉
の
ご
と
細
枝
に

止
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

紫
の
か
た
く
り
の
花
咲
き
揃
ふ
匠
の
斜
面
に
春
の
日

は
射
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
と
く

春
雪
の
薄
く
か
か
り
し
山
畑
を
耕
す
鍬
に
土
の
ぬ
く

も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
評
」
一
首
目
、
春
に
な
る
と
黄
土
高
原
に
舞
い
上

っ
た
黄
砂
が
飛
ん
で
来
る
。
作
者
は
体
一
つ
で
引
揚

げ
た
五
十
年
前
の
苦
労
を
回
想
す
る
。
二
首
目
、
明

る
い
風
景
を
慈
愛
の
目
で
表
現
し
て
い
る
。
三
、

四
、
五
首
目
、
共
に
春
の
訪
れ
る
よ
ろ
こ
び
を
詠
ん

で
好
感
が
持
て
る
。
季
節
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
も

大
切
。灘

灘
遠
藤

　
　
　
　
　
　
　
さ
え
す

胸
張
っ
て
山
に
向
か
ひ
て
噂
れ
る

踊
子
草
踊
れ
る
日
射
待
ち
て
を
り

蔵
王
峰
に
雲
な
き
を
見
て
布
団
干
す

秋
　
尾
　
選

鈴
木
民
子

日
下
　
　
文

川
村
静
恵

　
　
　
　
　
嚇
り
は
春
の
季
語
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
も
胸
張
っ

　
　
　
作
者
の
感
動
が
つ
た
わ
る
句
。
二
句
目
、

　
　
　
　
　
　
　
　
小
さ
い
花
が
日
射
を
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
里
人
は
蔵
王

　
　
　
　
　
　
　
布
団
干
す
の
も
蔵
王
に
雲
が

な
い
の
を
晴
れ
の
日
と
決
め
て
干
す
の
で
あ
る
。
女

性
な
ら
で
は
の
句
。

ね
は
ん
す

浬
繋
図
の
空
白
は
み
な
涙
な
り

城
ま
で
の
径
迂
回
し
て
梅
探
ぐ
る

梅
の
花
こ
け
し
の
村
に
匂
う
な
り

梵
鐘
の
余
韻
ひ
ろ
が
り
夕
櫻

竹
林
の
そ
よ
ぎ
て
春
の
雲
揺
れ
る

紋
付
の
似
合
う
学
生
卒
業
す

朝
寝
よ
り
起
き
出
し
て
来
し
変
声
期

「
評
」
一
句
目
、

く
な
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
小
鳥
た
ち
、

て
輔
る
。

踊
子
草
は
日
陰
に
生
え
る
。

つ
様
に
見
え
る
愛
情
の
句
。
三
句
目

を
見
て
生
活
を
す
る
。

麟
麟

佐
藤
　
周
子

熊
谷
敏
子

高
子
　
　
橘

八
島
葉
子

若
桑
げ
ん
じ

鈴
木
鉄
二
郎

岩
沢
伍
峯

　
　
暖
か

近
　
江
　
孫
太
郎
　
選

鈍
重
な
父
の
語
録
に
あ
る
光
り

平
凡
な
倖
せ
妻
の
歯
が
白
い

片
岡
鶴
子

草
野
　
　
清

逃
げ
道
を
作
っ
て
叱
る
親
の
愛

ピ
カ
ピ
カ
の
先
生
抱
負
に
み
ち
溢
れ

公
約
は
当
選
ま
で
の
空
手
形

反
り
合
っ
て
今
昔
語
る
城
の
シ
ャ
チ

思
い
出
は
み
な
美
し
い
走
馬
燈

目
も
口
も
肥
え
て
ヤ
モ
メ
が
辛
く
な
る

ワ
ー
プ
ロ
も
手
書
き
の
早
さ
に
脱
帽
し

世
の
悪
を
コ
ケ
シ
無
言
で
み
つ
め
て
る

「
評
」
一
句
目
、

が
父
の
言
葉
に
は
、
　
「
教
訓
」

し
り
と
重
い
．
、

で
成
立
す
る
も
の
。

近本宍米芝佐小大
内沢戸沢　藤関沼

　
　
　
　
　
母
の
雄
弁
父
の
寡
黙
が
つ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
含
ま
れ
て
い
て
ず

　
　
　
　
秀
句
。
二
句
目
、
幸
せ
は
夫
婦
の
合
作

　
　
　
　
　
　
歯
が
白
い
と
は
言
い
得
て
妙
。

黄
色
い
歯
の
む
き
出
し
合
い
は
い
け
な
い
。
佳
句
。

三
句
目
、
叱
る
と
き
は
叱
る
。
親
は
感
情
に
走
ら
ず
、

子
ど
も
の
自
覚
を
促
す
「
演
出
家
」
た
れ
。
佳
句
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
）

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
白
石
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

妙
子

　
侑

武
雄

玄
太
郎

礼
子

　
広

幸
子

　
キ
ヨ

　
だ
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白石市役所

　
　
先

　
　
せ

ー
　
わ

11

蛤
線

ぞ
　
問
内

25
費
　
㊨
　
㊥

6
月
1
2
日
は
自
石
市
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。

　
六
月
十
二
目
は
［
県
民
防
災
の
日
］
で
す
。

　
こ
の
日
に
は
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
目
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖

地
震
を
教
訓
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
六
月
十
二
目
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
、

白
石
市
福
岡
蔵
本
鎌
先
温
泉
街
に
お
い
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

sド審
＿し～

　
　
ヨ
　
セ
ペ
ロ
ベ

篭
、
濯
　
　
　
、
藁
秒

　
　
　
、

㎝
璽
一
．
，

　
　
一

ノ
　
ゆ
　
　
　
　
　
コ

　
諜
，

響

　
　
撒

舳

一’T一’一ハ　酔r　周・　一一一一
　日乍年の総合防災訓練（セラビ白石

○
訓
練
の
内
容

　
「
六
月
十
二
日
午
前
九
時
ご
ろ
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
。

　
こ
の
地
震
の
た
め
交
通
機
関
、
電

力
、
通
信
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
施
設
等

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
が
出

た
。
更
に
鎌
先
温
泉
鈴
木
屋
旅
館
本
館

一
階
厨
房
室
か
ら
出
火
、
延
焼
拡
大
し

鈴
木
屋
旅
館
三
階
に
宿
泊
し
て
逃
げ
遅

れ
た
二
名
と
避
難
誘
導
に
当
た
っ
て
い

た
従
業
貝
一
名
を
円
滑
な
避
難
誘
導
に

お
い
て
救
出
す
る
と
の
想
定
に
よ
り
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

○
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
午
前
九
時
に
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

や
鐘
を
鳴
ら
し
て
訓
練
の
開
始
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
主
会
場
と
な
る
鎌
先
温
泉
区
域
で
は

煙
中
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
給

水
炊
出
し
訓
練
等
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

6　避難は徒歩で。車やオ
　　ートバイは厳禁。

7　　お年寄リや子どもの手

　　はしっかリ握って。

で
場

団
合

集
集

と
た

ち
れ

た
ら

人
め

の
決
。

所
ず
に

近
ま
所

8
と
・
　
。

る
わ
る

す
ぎ
け

動
塀
避

移
・
は

へ
道
ど

所
い
な

場
狭
り

難
　
べ

避
ざ
川

9

1　非難する前に、もう
　　一度火を確かめて。

2　　各自が緊急避難カー

　　ドを身につける。

3　　ヘルメットや防災ず

　　きんで頭を保護。

　　4　　　　荷物は最小限の

　　　　ものに。

10　　避難は指示された避難

　　場所へ。5　外出中の家族に
　1ま連絡メモ。
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大鷹テ尺ノ」、学†交

大鷹沢公民館

大鷹沢保育園

臼川小学校
白川中学校

臼川公民館
白川保育園

福岡小学校
福岡中学校

福岡公民館

北保育園
深谷小学校
深谷公民館
深谷保育園

八宮分校
長峰分校

臼石第一小学校

臼石第一幼稚園

臼石第一児童館

市民体育館
臼石女子高等学校

西保育園
所役市

勤労青少年ホーム

白石高等学校

校分忘不

蔵王分校
三住分校

校学卜1原トー

小原中学校

小原公民館
小原保育園

中央公園
益バ岡　公　園
（含　　野王求場）

臼石川緑地公園

鎌先公園
テ
一

ニ
ク

ユ訟
ン

東
セ

城
イ

臼石中学校

南保育園
臼石第二幼稚園

働く婦人の家

白石第二小学校

自石市中央公民館

臼石工業高等学校

白石市鷹巣地区コ
ミュニティセンター

東保育園
東中学校
越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園
斎　川　ノ1、学　†交

斎川公民館
大平小学校
大平公民館
勤労者体育センター

奥州街道ふれあいの館

児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
を
忘
れ
ず
に
〃

国
民
年
金
よ
り

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
分
か
ら
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
方

に
通
知
い
た
し
ま
す
。
）

〔
持
参
す
る
も
の
〕

①
通
知
書

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

③
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）
名
義

　
の
預
金
通
帳

㊥
136

　●

137

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入
し

　
て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加
入

　
証
明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受
け

　
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金

　
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す

　
今
月
は
、
平
成
七
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
ま
で
の
四
か
月
分
の
児
童
手
当
が

振
込
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
五
日
以

降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
振
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市
民

課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

㊧
；

二
・

三
四

●
7
0
歳
ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す

　
六
十
歳
に
な
っ
て
も
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
人
や
、
保
険
料
の
未
納
期
間

が
あ
る
人
な
ど
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
任
意
加
入
し

て
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
、
昭

和
三
十
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
方

で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方

は
、
受
給
権
を
満
た
す
ま
で
六
十
五
歳

月
　
　
日

地
区
名

白大大斎越
　鷹
川沢平川河

行

政

区

時
間

場
所

か
ら
七
十
歳
ま
で
の
間
、
特
例
任
意
加

入
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
や
、
厚
生
年
金

保
険
、
共
済
組
合
の
被
保
険
者
（
組
合

員
）
は
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
満
額
以
上
の
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
の
国
民
年
金

係
へ
。

児童手当現況届受付日程表

6
月
2
0
日

6
月
2
1
日

6
月
2
2
日

6
月
2
3
日

福
　
岡

自
　
石

白
　
石

ノ」・

原

全

区

全

区

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町
・
長
町
・
亘
理
町
・

短
ヶ
町
・
新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
・

清
水
小
路
・
寿
町
・
柳
町
・
本
郷
第
一
・
本
郷
第
二

本
郷
第
三
・
本
郷
第
四
・
寿
山
・
緑
か
丘
・
鷹
巣

旭
町
・
上
郡
山
・
郡
山
・
小
下
倉

全

区

午前9時～午後3時

市役所第2会議室〔2階）

　
　
●
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
況
届
は
忘
れ
ず
に

　
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
　
　
返
し
て
く
だ
さ
い
。

年
］
度
誕
生
月
の
は
じ
め
に
現
況
届
の
　
　
　
こ
の
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金

用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
　
　
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が

　
用
紙
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
市
長
の
証
　
　
あ
り
ま
す
。

明
を
も
ら
い
、
誕
生
月
の
う
ち
に
送
り

　
　
●
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
や
か
に
届
出
を

　
国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
死

亡
し
た
と
き
、
遺
族
の
方
は
、
年
金
証

書
と
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」
を
、

市
役
所
の
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
が
遅
れ
た
り
怠
っ
た
り
す
る

と
、
死
亡
し
た
月
以
降
も
年
金
が
支
払

わ
れ
、
過
払
い
と
な
り
ま
す
。
過
払
い

と
な
っ
た
年
金
は
、
あ
と
で
遣
族
の
方

に
返
済
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
「
死
亡
届
」
は
速
や
か
に
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
）
’

　
一Q

、
国
民
健
康
保
険
税
は
な
ぜ
必
要

　
か
？

A
、
他
の
健
康
保
険
と
同
様
に
、
国
保

　
は
健
康
な
人
が
万
が
一
の
た
め
に
掛

　
金
を
納
め
て
、
い
ざ
病
気
や
け
が
を

　
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
医
療
費
の
支

　
払
い
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
、
安

　
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の

　
制
度
で
す
。
保
険
税
は
そ
の
た
め
の

　
掛
金
な
の
で
す
か
ら
国
保
を
支
え
る

　
重
要
な
財
源
な
の
で
す
。

※
六
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
・

　
市
県
民
税
第
一
期
の
納
期
で
す
。
便

　
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
鴫
灘
”
絶
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
健

　　　　　縫　　　　灘　　　嚢

詳一・難　一一
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　　　お年寄りには年金と

醗



　
骨
づ
く
り
に
は
た
ん
ぱ
く
質
も

大
切
で
す
。
牛
乳
、
乳
製
品
に
は

カ
ル
シ
ウ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
た
ん

ぱ
く
質
も
十
分
含
ま
れ
て
い
る
の

で
お
す
す
め
の
食
品
で
す
。
海
藻

や
緑
黄
色
野
菜
の
カ
ル
シ
ウ
ム

も
、
肉
、
魚
、
卵
な
ど
の
タ
ン
パ

ク
質
の
多
い
食
品
と
［
緒
に
〃

乳製品を使・た蹄鱗脚翻コ

【
作
り
方
】

①
に
ん
じ
ん
は
さ
い
の
目
切
り
に
し
て

　
ゆ
で
、
青
ば
た
豆
は
も
ど
し
て
塩
ゆ

　
で
、
き
ゅ
う
り
は
塩
を
ふ
っ
て
板
ず

　
り
し
、
さ
い
の
目
切
り
と
す
る
。

②
チ
ー
ズ
も
同
じ
さ
い
の
目
と
し
、
マ

　
カ
ロ
ニ
は
ゆ
で
て
お
く
。

O
A
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
①
②
の
材
料
を

　
加
え
て
よ
く
混
ぜ
、
器
に
盛
り
ゆ
で

　
卵
を
彩
り
よ
く
飾
る
。

　コロコロ野菜の　　　　　　、

　　　　　材料〈4人分〉　　　　弓襲襲慧塑讐募，

　　　　　　　　　　　　志村わくりさん
　　　　マカロニ’………………一ロ609　　　　　　　　　　　（大鷹沢）

　　　　チーズ……………・……一60曾

　　　　にんじん……・………・…・者本

　　　　きゅうり・………・……・…2本

　　　　青ばた豆・………・………甲60牙

魚
騨
　
　
　
　
　
「

．
酵
、
虫
歯
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き

　
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
そ
れ
は
食
物
を
食
べ
る
と
、
ミ

　
　
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
な
ど
の
バ
イ
菌
が

　
歯
の
表
面
に
付
着
し
て
歯
垢
を
つ

　
く
り
ま
す
。
そ
し
て
食
物
の
糖

　
質
、
特
に
砂
糖
を
分
解
し
て
酸
を

　
作
り
、
そ
の
酸
に
よ
っ
て
歯
の
エ

　
ナ
メ
ル
質
が
溶
か
さ
れ
て
虫
歯
が

　
で
き
る
の
で
す
。

　
　
予
防
と
し
て
は
歯
磨
き
で
す

　
が
、
そ
の
コ
ツ
は
虫
歯
に
な
り

　
や
す
い
歯
と
歯
肉
の
境
目
、
歯
と

　
歯
の
間
、
歯
並
び
の
悪
い
所
、
義

　
歯
の
バ
ネ
の
か
か
る
歯
な
ど
を
重

　
点
的
に
磨
く
こ
と
で
す
。
そ
し

　
て
、
き
れ
い
に
磨
け
て
い
る
か
を

方きでの
防

歯
予

虫
と

欝

「
歯
垢
染
め
出
し
液
」
を
使
っ
て

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
っ

た
ほ
ど
磨
け
て
い
な
い
も
の
で

す
。
自
分
な
り
に
工
夫
し
た
り
、

歯
科
医
院
で
磨
き
方
を
指
導
し
て

も
ら
う
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。

寝
る
前
に
は
必
ず
歯
磨
き
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
砂
糖
を
で
き
る
だ
け
取
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
三
度

の
食
事
以
外
に
は
な
る
べ
く
砂
糖

の
あ
ま
り
入
っ
て
い
な
い
も
の
に

し
て
、
間
食
U
甘
食
に
な
ら
な
い

よ
う
に
心
が
け
、
甘
物
が
欲
し
い

と
き
は
、
代
用
糖
や
シ
ュ
ガ
ー
レ

ス
食
品
を
う
ま
く
使
う
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

莞：・魂

＼ヤーノ
＼

k》鎚　＼　’　　麸

小
野
歯
科
医
院

　
　
　
　
院
長
小
野
貴
志
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸
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囹
　
　
　
　
　
　
無

睡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

　
平
成
七
年
七
月
一
日
か
ら
、
P

L
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
ど

ん
な
法
律
な
の
か
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
中
で
ど
ん
な
関
わ
り
が
あ

る
の
か
、
ど
ん
な
ふ
う
に
役
に
立

つ
の
か
、
そ
の
中
身
を
考
え
て
み

ま
し
よ
・
つ
。

Q
、
製
造
物
と
は
ど
ん
な
も
の
？

　
「
製
造
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
動

産
」
と
定
義
さ
れ
、
具
体
的
に
は

自
動
車
や
電
気
製
品
、
加
工
食
品

等
を
い
い
ま
す
。
不
動
産
や
生
鮮

食
品
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
は
、
P

L
法
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

Q
、
こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は
？

　
こ
れ
ま
で
は
、
製
品
事
故
の
原

因
と
し
て
製
造
業
者
の
不
注
意

（
過
失
）
を
証
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
し
た
が
、
P
L
法
で
は
そ
の

製
品
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を

欠
い
て
い
る
こ
と
（
欠
陥
）
を
立
証

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
、
賠
償
責
任
を
負
う
の
は
？

　
製
造
業
者
、
加
工
業
者
、
輸
入

業
者
な
ど
が
賠
償
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Q
、
救
済
さ
れ
る
損
害
と
は
？

　
製
品
が
壊
れ
た
だ
け
で
は
P
L

法
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
製
品

の
欠
陥
に
よ
り
身
体
や
財
産
に
被

害
を
受
け
た
場
合
（
拡
大
損
害
）

に
P
L
法
は
適
用
さ
れ
ま
す
。

Q
、
製
品
事
故
か
起
き
た
と
き

　
ま
ず
そ
の
製
品
を
保
存
し
、
被

害
の
状
況
を
写
真
を
撮
る
な
ど
し

て
、
証
拠
と
な
る
も
の
を
残
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
消
費
生
活
相
談
室
ま
で
。
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　　　真篭

「白石城物語』「城下町白石」発刊のこ案内

）　　 D

多

また、英文付きの写真集「城下町

白石」も同時に発刊されました。前

半は復元白石城の写真、後半は市内

の史跡の写真で構成されています。

どちらの本も、（賄白石市文化体育

振興財団で発行したもので、1冊

1，000円です。購入ご希望の方は、

白石城に隣接した白石城歴史探訪ミ

ュージアム1階売店でお求めくださ

いo

藤扇風機は使用前に
婁
鍾必ず自己点検を』

，、．

PL法（製造物責任法）
って何？

白石城の復元落成を記念して、「白

石城物語」が発刊されました。平成

の城づく1）として、白石城の歴史と

ともに、明治7年の解体以来約

120年ぶりに甦った白石城の復元過

程が詳細に紹介されているこの本

は、平成元年4月から平成4年10月

まで数度にわたってシリーズで読売

新聞地方版に掲載されたものを、加

筆推敲して一冊にまとめたものです。

F　　噂一隔朔
∫㌧！、尻〆｝施嘩ゴ㍗』

品　目
食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　糖
しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　 乳

バ　タ
ティノンユペーパー

ラ　ノ　プ

並食1袋6～8枚切
規　　　格

薄力粉1kg
袋入り1009

上白糖1kg
上級濃口1ゼポリ容器入リ

ポリ容器入1，700g

カルトン7、リソ7ト225g

紙容器入り1，1）00ce

カルトン入り2259

400枚⑫00組）紙箱入り

幅30cm、長さ20m

平均価格

144

179

　70
196

251

343

194

188

342

　71
173

対前年同月比

十　5

　9
　4
－38

十　6

　5
十24

十　1

－20

－19

－12

直
5
3
2
3
5
8
8
6
8
0
8

f
6
9
8
2
7
6
9
1
5
8
9

　
1
1
　
2
2
3
1
2
3
　
1

高 安値
128

148

　58
175

198

298

177

165

318

　66
148

品　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
ノミーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　　油

レキュラーガソリン

軽　　 油

プロパンガス

1幅25cm、長さ8m

規　　　格

綿化繊用無リン紙箱入り、
ど　　ノト　　らドも

小学生調髪

コーノレドショート

長袖ワイシヤツ

外食並1皿
18¢店頭価額

182配達料込価額

1セ現金

12現金
10m】

　調査年月日1平成7年5月1日

　　　　　　安値　　　　高値　　対前年同月比

　　　　　　78　　　　　108　　－23　90

　　　　　　498　　－17　　　　　598
558

平均価格

　　十153　　　　　　1，500　　　　2，3001，933

　　　　　　6，3007，133　　　　8，500　　十713
　　　　　　130

163
　　－22　　　　　251）
　　十18　　　　　680　　　　　　550

588

　　　　　　594　　　　　720
699

　　－95
　　　　　　774　　　　　810

782
　　－77
　　　　　　105　　　　　115

110
　　－10
　　　　　　　68　　　　　80　75　　　7
　　　　　　4，560　　　　5，5114，975　　－255

翻

　
　
　
　
哩

磯高校生の税の作文募集一仙台国税局・税務署から一
≡二■

で、9月8日㈹までもよ1）の税務署

で受け付けています。

応募された作品のうち優秀な作品

には、賞状と記念品が贈られます。

詳しくは、大河原税務署総務課奮02

24－52－2202におたずねください。

そろそろ扇風機が活躍する季節で

す。安全に使うため、充分な点検を

行ないましょう。羽の回転や、モー

タ部の熱、ニオイ、音などに異常が

あったら、次のチェックを。プラグ

が抜けていないか、タイマーツマミ

か「切」になっていないか、ガード

や羽の取1）付けがゆるんでいない

か、など。それでも異常があれば、

発煙、発火の恐れがありますので、

すぐにプラグを抜いて使用を中止し

てく．ださい。再使用の際には必ず販

売店等にご相談ください。

　　　　　　、　’　、ノ4動一こ　ρ
亀《つ’－

　　　　　　、　9

国税庁をはじめ国税局、税務署で

は、全国の高校生のみなさんから税

に関する作文を募集しています。

テーマは、税について日頃考えて

いることや意見など、税に関するこ

とであれば何でも結構です。

作文は、1人1編・3000字以内

醤

●モータ部分が異常に

熱い。

●回転するときに異常

な音がする。

●コゲくさいにおいが

する。
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スパッシュランドしろいし費2き2326 6月の休館日 14日・28日

磁利用料金が6月1日より変わります

㌦ヨー般利用

大人（中学生以上）

中人（小学生）

小人（満3歳以上）

全館利用

1，700円

1，100円

600円

プールのみ利用

800円

500円

300円

岩風呂のみ利用

800円

500円

300円

ヌ1市民会員

大人（中学生以上）

中人（小学生）

小人（満3歳以上）

全館利用

1，100円

700円

200円

プールのみ利用

600円

300円

100円

岩風呂のみ利用

600円

300円

100円

藤

脳［　　　一．一　1マ

鯉、．幽

　　　　　’マ
　、讐麹　　ぢ弩1、

　　　湿　或　、瓢
　　　5月1日に行われた姉妹友好都市

　　　歓迎会

　レストランをこ利用ください

　食事だけの方も大歓迎です。おいしい

　う一めん・ラーメン、セットメニューな

　ど豊富なメニューがずら『）！

搾
，
配 市民会員、各種会員加入並びに更新手続きについて

《個人会員》

○会員料金：年間51，500円です。

　（次年度以降41，200円）

○特　　典：一年間何度利用しても

フリーパスです。

《市民会員》

○白石市民の家族単位に発行する会

員証で会員料金は年間5，150円

です。

o特　　典：割引料金で利用できま

す。（一般利用料金の約2／3の料

金になります。）

《特別法人会員》

○会員料金

市内…初回登録料10，000円

　　一口51，500円
　　90枚のチケットを交付
市外…初回登録料20，000円

　　一口103，000円

　　180枚のチケットを交付

‘働く婦人の家盈2卜5095 6月の
休館日

5・11・

19・25日

o特　典

　市内・市外とも1，700円の利用

料金がお一八1回510円で利用で
きます。

※会員証の更新手続きについては、

有効期問の切れる1か月前に各会

員に通知します。ぜひ更新手続き

をされて、引き続きスパッシュラ

ンドしろいしをご利用いただきま

すようお願いいたします。

し，獣特別講座「白石和紙手作り作品講座J受講生募集

○日時6月22日（杓
　　　13：00～16二〇〇

〇場所　白石市働く婦入の家

　　　（白石市新館町1－21）

○内容サイフ作成
○講　師　吉見　昭雄先生

○参加費用1，000～1，200円（材料費）

Q定員15名
O申し込み期間　6月6日（火）（定員

になり次第締め切ります）

○申し込み方法

　白石市働く婦人の家に直接ご来館

いただいてお申し込みいただくか、

お電話でお申し込みください。

　　　　し　ず　　　　麟

転書道サークル作品展示

麹

」

W　苓，イ汽、ハ憾

O期　日　5／29～6／6

0場所　セラビ白石店1階ホール

○講　師　宍戸　茗峰先生

軽」パッチワークサークル作品展示

○期日・場所

6／6（幻～6／12（月）

セラビ白石店1階ホール
6／12（月〉～6／20（幻

　白石市役所1階ホール
○講　師　高野　恵子先生

ぜひご覧ください

一
中

央公民館奮2卜2453・2傘5377

鉱わかば学級開催

子供の体や心の発達に伴うしつ

け、訓練の問題について、互いに

実際的、具体的問題を話し合った

り、適切な指導助言を受けながら学

習し、健康で社会性豊かな子供に育

てることを目的に、わかば学級を開

設いたします。

○開設期間　平成7年6月～7月

○学習日数・時間　8日間　21時間

○対象はじめて3歳児を持つお

母さん

※詳しくは中央公民館にお問い合わ

せください。

高山植物観察会

中央蔵王の大自然に触れ、高山植

物の育成に関する知識を高めます。

○日　時　7月2日（日）午前9時

　　　中央公民館集合（小雨決行）

o場所中央蔵王
○対象・募集人員

市民30八（定員次第締切1））

o講　師　蔵王自然保護協会員

○参加費　2，000円（マイクロバス

代ほか）

○持参するもの　水筒、弁当

○申し込み方法

　6月5日から16日までに会費を

添えて中央公民館にお申し込みく

ださい。

※山歩きできる服装で参加してく

ださい。

古典芸術伝承の館碧水園鯉卜7949

銚碧水園からイベント情報

○白石市伝統芸能フェスティバル

日時6月4日（日）10時～15時

演　目　謡曲、日本舞踊、詩吟、長

唄、大正琴、箏曲、横笛等

場　所　古典芸能伝承の館

入場料500円

○市民茶会（水無月の茶会）裏千家

日時6月4日（日〉10時～15時

場　所　古典芸能伝承の館

入場料500円

○碧水園茶会

初めての方もどうぞ　お茶券400円

日時6月18日（日）10時～15時

○茶道文化講演会

日　時　6月24日（土）

講演（能楽堂）13：00～

呈茶（茶室・藍如亭）

12：00～13二3014：30～15：30

講　師　徳禅寺　橘　宗義老師

演題「禅と茶」利休の最期

弥治郎こけし村盈2卜3993

域ろうの勧の鳶

η

日時7月21日（斜～31日（月）

場所白石市弥治郎こけし村

内容汽車、日月ボール、ちょう

　　ちょうちんごま等
※未来に向けての逸品を展示即売

　　　　瞬

國　　　i…　　　・…

ひ・⑥・ば

L旧RARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

・〈全20巻〉学研、ファブリ国際共同

　　　編集版

■新着図書案内30選

1．メディアの迷走・誇りなき報道か国を亡
　ぽす　　　　　　　　　粕谷　一希編著
2．他人に聞けない幸せつく1）100のヒント
　・愛をつかむ心の法則　　斎藤　茂太著
3．コナン・ドイル・入類へのスーパーメソ

　セージ
　　アイウァン・ク・！ク編・大内　博訳
4．江戸っ子学・知ってるつもり一時代劇の
　rウソ」と「ホント」か分かる　中村整史朗著

5．武家屋敷・空間と社会

　　　　宮崎　勝美・吉田　伸之編
6．客家・最強の華僑集団・ルーツ・パワー
　・ネソトワークの秘密　　　根津　清著
7．専業主婦か消える　　　末包　房子著
8．中国情報部・いま明かされる謎の巨大ス

　パイ機関
ニコラス・エフティミアテス著・原田　至郎訳
9。おいしく食べるカルシウムたっぷりの食
　事・骨を丈夫にして骨粗枢症を防ぐ

　　　　柴田　博・森野真由美著
10．医者を選．ぢのも寿命のうち、名医だから
　語れる主治医の選び方　　松木　康夫著
11．青汁健康法・スーバー野菜ケールの驚く

　べきパワー貯　　　　監修・木下　勤
12．電話メティア超おもしろ活用術・話すた

　けじゃつまらない1
　「夕刊フジ」企画部「特集」取材班著
13．私は森の案内八　　　　　田中　惣次著
14．旅とやきものの本・国内編

　　　　　近畿日本ツーリスト
15．女か鏡をのぞくとき・五十歳からの毎日
　をイキイキ美しく　　　　　ロミ・山田著
16．作って遊ぽう1消しゴムスタンプ

　　　　　　　ブティγク社
17．英語の書式と手紙の書き方

　　　　　　　秋山登志之著
18、嫉み深い男　　　　　　楓田　新八著
19．小さな一歩から　　　　　三浦　綾子著
20．海の街道上・下　　　童門　冬二著
21．浜田広介ふるさと書簡集
　　浜田　広介［著］・羽山　周平編著
22，御岳山　　　　　　　　上野ミチオ著
23。デュアノいライフ・二重生活

　　　　　　　夏樹　静子著
24．本尺の希望イ・セー尾形・森田　雄三著
25．少年の夢・梅原猛対談集梅原　猛ほか著
26．徳川吉宗　　　　　　　　徳永真一郎著
27．人生学校・幸せを呼ふ生き与の秘訣

　124への提言　　　　　　　宇野　千代著
28．空飛ぶホタテ　　　　　　紺野美沙子著
29．恋する作家たち・107通のラウレター

　キャンー・N・テヒ　・トソン編・出淵　敬子

　　　　　　　　監・共訳30．ナポレオンの影
　　　コナン・ドイル著・笹野　史隆訳

O子供ビデオ鑑賞会
日時　6月17日㈲午後1時30分～
場所　白石市図書館2階文化室

o休館日　6月5日、12日、19日、26日、30日

　　月末整理日



　輝いています．今のあなた

★　　　　　　　　δ、

白石市職員を募集します

○職種及び採用予定人員

　［上級］行政　若干名

○受験資格

上級・行政

　昭和41年4月2日から昭和49年

　4月1日までに生まれた者

○試験場所

　［第一次試験1

　●試験日　平成7年7月30日

　　●時間午前10時～午後4時

　　●試験種目　教養試験、専門試

　　験、論文試験
　［第二次試験］

　●試験日　8月下旬

　●試験種目　人物試験、身体検

　　査、身上調査

○採用時期　平成8年4月1日

○採用手続き　受験申込用紙は、市

　役所総務部総務課に用意された用

紙を使用し、所要事項を記入のう

　え提出してください。

○申込受付期間・時間

　平成7年6月5日（月1～平成7年

　7月4日（幻8時30分～17時（土、

　日曜日は除く）

左ご
へ

賢N

塵…ヨ多

家庭介護者教室参加者募集〃
　家庭介護者に多くの知識や技術を

習得していただき、日常介護面での

問題を多少な1）とも解決することを

目的に、家庭介護者教室を開催いた

します。

○日時7月25日9：30～15：00
　　　　8月31日10：00～15：0〔）

　　　　9月30日10：00～15：00

　　　　10月23日10：00～15：00

0場所
　テイサービスセンター吹上荘

Q費用1，01）0円（テキスト代初

　回のみ700円、食事代300円）

o内容

　●医学、介護知識及び基礎実技

　●老入の心理的特性及び基礎的接

　遇に関する知識

　●家政、栄養調理に関する知識

　●日常生活用具の利用方法及び日

　動訓練に関する知識

O定員25名（定員次第締切1））

○交通　白石市役所前から会場ま

　では送迎します。（第1回目のみ9

時出発、2回目以降は9時30分出発）

o申し込み先

市福祉事務所　a25－2111内線155

　ディサービスセンター吹上荘

盈24－5500

バドミンドン教室参加者募集

日
場
会
主

O
O
O
O

時　毎週木曜日1900～21〔）0

所大平小学校体育館

費　月額1，000円

催

　白石大平バドミントンクラブ

○申し込み・問い合わせ先

　佐久闘俊夫盈25－6802

4

「消費者太掌芝受講生

　　　　　　　募集護

　消費生活について学び、賢い消費

者になりませんか1

　ご近所または、お友達をお誘いの

上、ぜひこの機会に受講してくだ

さい。

○日　時　6／28・7／19・9／27・10／25

0場　所　市役所会議室

○内容
　●契約のトラブルを防ぐために

　●くすi）…上手に使っていますか

　●ゴミ処理施設見学会

　●健康な長寿は骨粗しょう症の予

　防で
○定員30名
　※都合によト）変更する場合があ1）

　ますのでご了承ください。

○申し込み・問い合わせ先

　　6月15日までに電話で生活環境

　課盈25－2111（内線）653へお申し込

　みください。

陸上競技袋認審判員
　　資格認定講習会

○内容
　［講義］

●日時6月3日d；）
　　　　　13：30～16：30

　●場所　白石市中央公民館

　［実技］　（簡単な審判の実技）

　●日時6月4日（日）

　　　　　8：30～11：30

　●場所自石川緑地陸上競技場
○参加資格

　18歳以上（性別は問いません）

　※受講生全員に公認審判員の資格

　が与えられます。

○受講料　7，300円（当日徴収）

○申し込み　6月3日直接中央公民

　館へお越しください。

○問い合わせ先　白石市教育委員会

　生涯学習課体育係岱25－2111（内

　線）413へお気軽にどうぞ。

蔵王ファミリー登山『＆第4回ダラウンドゴルフ大会参加者募集

★蔵王ファミリー登山

高山植物の蔵王に家族でチャレン

ジしませんか！

○日　時　6月25日（日）小雨決行

○対象小学校4年生以上の子供

　とその家族

○定員46人（定貝になり次第締
　め切1）ます）

○コース　刈田岳一熊野岳一自然園

　一追分一かもしか温泉一妾の磧

○参加費　1入　1，000円

O申込期間　6月16日㈹まで

★第4回グラウンドゴルフ

　だれでも気軽にできるニュース

ポーツで体力づくりを！

○日時6月24日仕）9：00～

○場所益岡公園野球場ほか

o種　目　く個入＞

　　　　ジュニアの部（小学生）

　　　　オープンの部

　　　　シニアの部（60歳以上）

　　　　〈団体＞

　　　　1チーム6人編成

○定員120名
○申込期間　6月16日圏まで

「いぎいき長毒」写真、「長寿社会を考える』意見・

　　　　　　　　～ポスターコンクール作品募集4

○申し込み先　市教育委員会生涯学

　習課盈25－2111（内線）412へお申し

　込みください。

※グラウンドゴルフの用具は、市教

　育委員会に準備してお1）ます。お

　気軽にお使いください。

白石郵便局からの
お知らせ・募集

○募集期間　6月1日休）

　　　　　　～8月31日㈲

★「長寿社会を考える」意見コン

　クール

○テーマ

　●小学校、中学校の部

　「うちのおじいちゃん、おばあちゃん」

　　お年寄りとの日常的な交流を通

　じて感じていることなど

　●高等学校、一般の部

　「私達に出来る長寿社会への対応」

　　長寿社会に関する様々な分野へ

　の提言及び社会活動など

○応募資格　県内の小学生、中学

　生、高校生、一般の方

※詳しくは㈱宮城いきいき財団（〒

　981仙台市青葉区通町一丁目6－9）

　へ盈022－219－1171

★「東北グルメ会』会員募集中

財団法人宮城いきいき財団では、

長寿社会に関する写真・意見を募集

しています。

★「いきいき長寿』写真コンクール

oテーマ　　「いきいき長寿」

　高齢者のはつらつとした姿や温

　かくつつむ微笑ましい家庭を被写

　体にしたもの

○応募資格　県内在住のアマチュア

　　　　　の方
○募集期間　6月1日（菊

　　　　　　～7月31日㈲

★「長寿社会を考える』ポスターコ

　ンクール

○テーマ　「明るい長寿社会」を描

　　　　いたもの

○応募資格　県内の小学生、中学

　生、高校生

母子家庭ワープロ教室

受講生募集

ワープロを学んで生活の自立を！1

　4級受験まで指導します。

○日時6月25日～7月30日
　　　　18：30～20130（12日間）

o場所白石市中央公民館
○対象市内母子家庭の母
○受言黄日寺間　　30同寺間

○定員　10名

○参加費無料

O締切り　6月16日（釜定員にな1）次

　第締め切ります。

○申し込み　白石市社会福祉協議会

　　　　　a25－2111（内線）159

※ワープロは主催者で準備します．

　（持参可）※託児もいたします。

ぐるんぱクラブで
　　　　　ぺ遊びませんが

　ぐるんぱクラブでは、親子で一緒

に遊ぶ育児サークルです。毎回子供

達は飛びき1）素敵なニコニコ笑顔で

遊んでいます。

O問い合わせ・申し込み先

　桜田　費24－5203

　各月の商品は、全国各地の季節の

旬のものを選りすぐって品揃えし

て、ゆうパックでいち早くご家庭ま

でお届けする「新鮮便」です。

　商品のお届け先は毎月選択でき、

ご自宅へのお届けはもちろん、親し

い方や、お世話になった方へのギフ

トとしてもご利用いただけます。

○受付期間　8月18日㈹まで

○お届け期間　平成7年10月から平

　成8年9月まで（毎月1回）
○会　費　月3，000円（郵送料、消費

　税込み）ただし、5，000円の商品

　をご指定された月の会費は5，000

　円（郵送料、消費税込み）です。

○会費のお支払方法

　毎月1日に郵便貯金通帳から自動

　的に引き落しさせていただきます。

★第34回かんぽ作文コンクー

　ル作品募集中

　小学校5・6年生、中学校1・2・

3年生を対象に次の3つのテーマで

作文を募集しています。

○テーマ

　①簡易保険に関係があるもの

　②休日の過ごし方

　③自由題（日頃考えていること。

　　感動したことなど。）

○応募のきまり

　①作文の形式は、和文に限1）ま

　　す。（点字による応募可）

　②400字言吉め原稿用紙3枚以上5

　　枚以内

　③他のコンクールや出版物に未発

　　表のもので、1人1点

o締切り

　6月30日㈹までに、お近くの郵

便局へお持ちください。



　　　　　　　　　ヤ

瞳

6月4日
　内科　三浦クリニ・ソク　費25－6854

　外科刈田病院岱25－2145
　歯科高沢歯科医院費25－5220
6月11日

　内科広瀬医院智25－0238
　外科刈田病院a25－2145
　歯科高橋歯科医院費26－3543
6月18日

　内科海上医院留25－1501
　外科刈田病院盈25－2145
　歯科　富岡歯科医院岱24－4362

6月25日

　内科　水野クリニック　岱25－2736

　外科橋本医院岱25－1616
歯科真壁歯科医院a32－3122

7月2日
　内科海津内科医院費24－3571

　外科刈田病院盈25－2145
歯科　三沢歯科ク11ニック　⑳25－6483

※者5合により変更になる土易合力｛ありま

す亡

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故糊麟
事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

66件　（2B4f牛）

0人（0人）

24人（66人）

4餅牛　（230で牛）

圃人口42，077人（前月比）　一2

　偲20，693　辱21．384
歴世帯数
　　　　　※住民基本台帳から
盤12，440　　　4月30日現在

公立刈田綜合病院からのお知らせ

7月から毎週土曜日が休診になります

完全週休二日制の実施によるサー

ビスの低下を避けるために、業務効

率を向上させ、診療の充実を図って

まいりますので、皆様方のご理解と

ご協力をお願いいたします。

　月曜日～金曜日の診療受付時問は

次のとおりです

　●午前8時30分～11時30分

●午後1時～4時

ただし、診療科によっては、受付

できない診療科がありますので、案

内受付の「診療案内」をご覧くだ

さい。

急患の方は受付にお申し出くだ

さい。

皮膚科診察室の改築、医療機器等の新設、更新について

公立刈田綜合病院では、このほど

年金積立金還元融資を受け、平成6

年7月に皮膚科診察室改築、平成7

年3月にMRI（磁気共鳴断層撮影装

置〉の新設、医療器械（心電図監視

装置ほか）を更新いたしました。

亡わやかフェスティ朋5

一ヘルスパイオニアタウン事業一

○日時7月9日（日）9時～

o会　場　白石市中央公民館

○内容
●講談「長寿社会イキイキライフ」

●健康相談、骨密度測定、体脂肪測定

●歯の相談と正しい歯のみがき方

●講話「肥満・骨粗しょう症につ

　いて」

　厚爆
　も存知ですか？
人権擁護委員制度

●健康食コーナー

●体力チェックコーナー

●青っ葉市

この他にも楽しい催し物が盛1）だ

くさんです。

詳しくは、市保健課盈25－2111（内

線）604へ。

新井戸端会議

「つくしひろば」開設

　人権擁護委貝制度をご存知ですか。

6月！日は人権擁護委員法が施行さ

れた日です。白石市では、次の方々

に八権擁護委員になっていただき相

談に応じています。相談は無料で秘

密は守られます。お気軽にどうぞ。

●渡辺郁世

●細谷教雄

●大野宏人

48－2

●斎藤英司

●佐藤洋子

●山田光彦

堂場前22　盈26－2052

本町62　岱26－3473

白川犬卒都婆字黒森

　盈27－205］

越河五賀字南原4－1

　雪匠聖28－2701

福岡長袋字鹿ノ屋敷23

　僧26－3261

柳川原19－1費25－1260

li二
㌧1㌧一．此

　「つくしひろば」は、子育て中の

方、またはこれから親になる方々の

情報交換、仲間づくりをはか1）ます。

お子様連れでお好きな時間に参加

できます。どうぞお気軽にご利用く

ださい。

Q開設期間　平成7年6月6日から

平成8年2月の毎週火曜日、午前

10時から午後3時まで

○開設場所　白石市中央公民館の図

書室及び広場

○問い合わせ先

　白石市教育委員会生涯学習課盈

25－2111（内線）409・411）

価

圏の健康教室轟

白石大会
○日時　6月3日（土〉

　　　13：0Q～16：00

0場所白石市中央公民館
○内容
①講演「三世代みんなで育て1）や

　恐くない！」

　講師　東北大学助教授

　　　　岩倉政城先生
②歯科検診と相談

③表彰

④歯によいおやつ試食コーナー

⑤お口の記念写真と歯みがきコー

　ナー、チビッココーナー

○問い合わせ先

　白石市保健課費25－2111（内線）601

臨　　　一　’　　　　■
　ノ　　　ニ

　　　　　ヘ　ピ　．［　　　　獅範
　～』■　　　、’　　　　　　　　　一『　　’
　　　　　　ぼ　　　ド　、＿．　ξ　　　　IP

　　　　　　　　矯
　　　　　　　　辱

　　　　　　　　　　　，／

いでお越しください。

○日時6月11日（日）

　　　午後1時～3時
○場所中央公民館大ホーノレ

○内容
　●宮城県不忘園の発表

　●体験発表　ろうあ者

震崩れに説意／臨

●西山学園高等学校　和太鼓

●手話コーラス

○入場料無料

○主催白石手話劇実行委員会し

　　　らゆi）会

○共催白石市社会福祉協議会

出羽三山詣でと

七ケ宿街道

6／1～6／30土砂災害防止月間

七ヶ宿町水と歴史の館

平成7年度第1回企画展

○展示期間　6月25日（日）まで

　（休館日　6月5・12・19日）

o場所七ヶ宿町水と歴史の館
○入場料　一般300円　高校生200円

○内容湯殿山道中版画、湯殿山
　　　　　　おい道中略図、絵札、笈・ほら貝、道

中記・道中日記、小坂通道中記

○問い合わせ先　七ヶ宿町水と歴史

の館奮37－2739

　6月は土砂災害防止月間。梅雨で

長雨の降る6月は、土砂災害の多い

時期です。

土砂災害には、がけ崩れや地すべり

などがあります。がけ崩れは、雨で

地中にしみこんだ水分が、土の抵抗

力を弱めるために斜面が突然崩れ落

ちるものです。地震が原因で起きる

こともあります。前触れなしに突然

起こることが多く、スピードも速い

ため、入家の近くで起きると逃げ遅

れる人が多く、死者の出る割合も高

くな1）ます。

　がけ崩れの恐れのある所では、ふ

だんから避難場所や避難経路につい

て家族で話し合っておくことが大切

です。災害が起きたとき、家族全員

がそろっているとは限りません。あ

らかじめ避難先を決めておきましょ

う。また、雨や台風、危険を感じたら

速やかに避難するようにしましょう

★こんな時は特に危険

　●斜面の途中から急に水がわき出

　した。

　●斜面からパラパラと小石などが

　落ちてきた。

　●石垣やコンクリートのよう壁

　に、ずれやはらみ、亀裂が生じた。

Q白石市土木部建設課

　　　これががけ崩れの前触れ！

　　　＼　　，、〉〆　　音がする

　　　水が濁る　亀裂が入る

放送大学r宮城地域学習センタr学生募集

村田町からの

お知らせ

放送大学「宮城地域学習センター」

では、平成7年度第2期の学生を募

集してお1）ます。

O入学資格　18歳以上であればどな

たでも入学できます。（入学試験

はありません．）

○問い合わせ先　放送大学「宮城地

域学習センター」費022－224－0651

ず、、ただ1、，急患は受付じ霧す，

村田町大字村田字塩内地内に建設

された雇用促進住宅村田宿舎が、5

月！日にオープンしました。

まだ入居に余裕があ1）ますので、

住宅等にお困1）の方は、雇用促進住

宅への入居をお勧めします。

○問い合わせ先

　●村田町商工観光課

　費Q224－83－2！11

　●ハローワーク大河原

　岱0224－53－1042

　●宮城雇用促進センター

　費022－257－20｛）9

翻
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市内八幡町に開店したブラジル料

理の店「カフェ・ミルトン」を経営

する三浦正考さん・敦子さんご夫妻

は、音楽がきっかけでブラジルが好

きになったといいます。店内にはブ

ラジル音楽が流れ、とてもくつろい

だ雰囲気ですが、夢やブラジルにつ

いて語るとき、正考さんの目は熱気

を帯びます。「音楽があって、飲み

物、食べ物があって、ゆとりを持て

る、そんな空問を提供したかったん

です。」

三浦さんとブラジル音楽との出会

いは、友人から借りた一枚のLPで

した。「もう衝撃的でしたね、世の中

にこんな音楽があるのかって。それ

からだんだん、そういう音楽を生み

出すブラジルにのめ1）込んでいった

んです。」そして遂に1か月間のブラ

ジル旅行。自分をそこまで駆1）立て

比」〆
きー』L、r、

口

蝦
「ふしぎなくつ」

　騨回　しヰドリ

　悔〆
　　かずや
菊地和称くん
（斎川小・3年）

たブラジルを、「魔法みたいで離れら

れないんだ」と笑います。

8月にはブラジルのアーティスト

によるライブを計画してお1）、ここ

から新しい音楽文化を発信していく

予定です。
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鳥羽凌平君1歳）（白石）

　　猛さん、恵美子さんの長男

ママからひとこと

いっばい夢を持つ子どもになってネ！

パパからひとこと

何事にも精一杯がんばって

市 長

入権擁護
行 政

生 活

税 務

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス
無料法律

障害　者

青　少　年

農 家

こころの相談
（精神保健）

15

15

15

15

5・26
15

15

毎週月・水・金

リオン

8・21
ニホン23

15

9

　毎週
月・火・木・金

9

6

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00；一15：00

10：00～12：QO

10＝00～15：00

9：00～15＝00

10：00～15：00

13：00～14＝OO

10：30～11＝30

！0：00～15：00

10：00～15：0Q

9：00～17：00

10：00～12：QO

9：00～11：00

市民室　㊧1
健康センター大会議室

健康センター大会議室

健康センター大会議室

福祉事務所内相談室　＠！

健康センター大会議室

第3会議室　⑱3
健康福祉センター
1階生活環境課

福祉事務所　　＠1

第4会議室　＠4

第4会議室　＠4

青少年相談センター　＠4

市民室　＠1

健康センター

蛋


